
第 70回 統計委員会 議事概要 

１ 日 時 平成 25年 11月 22日（金）13：00 ～ 13：30 

２ 場 所 中央合同庁舎第４号館 11階 共用第１特別会議室 

３ 出席者 

【委 員】 

樋口委員長、深尾委員長代理、川崎委員、北村委員、黒澤委員、西郷委員、津谷委員、

中山委員、野呂委員、廣松委員、前田委員 

【統計委員会運営規則第３条による出席者】 

《国または地方公共団体の統計主管部課の長等》 

内閣府経済社会総合研究所長、内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官、総務省統

計局長、財務省大臣官房総合政策課調査統計官、厚生労働省大臣官房統計情報部長、

農林水産省大臣官房統計部統計企画管理官、経済産業省大臣官房調査統計グループ調

査統計審議官、国土交通省総合政策局情報政策課長、日本銀行調査統計局参事役、東

京都総務局統計部長 

【事務局等】 

前川内閣府官房総括審議官、井内内閣府官房審議官、村上内閣府大臣官房統計委員会

担当室長、清水内閣府大臣官房統計委員会担当室参事官、平山総務省政策統括官（統

計基準担当）、横山総務省政策統括官付統計企画管理官 

４ 議 事 

（１）部会の審議状況について 

（２）その他 

５ 議事概要 

（１）部会の審議状況について 

①西郷産業統計部会長から、資料１に基づき、産業統計部会の審議状況について報告

された。 

   主な質疑は以下のとおり。 

・一つの標本数で集計、発表することについては異例だ。標本数が二つになると調

査対象同士の企業活動の手の内が全部分かるようになるが問題は無いか。 

→調査回答者にヒアリングを行ったところ、従来もそのような表章をしており、受

注の段階の船価を回答するものでなければ問題ないとのこと。このため、船価さ

え秘匿できていれば問題は無いと部会で結論した。 



   ・今回の変更で大きなものは、受注に関する情報を得られること。 

 

②廣松サービス統計・企業統計部会長から、資料２に基づき、サービス統計・企業統

計部会の審議状況について報告された。 

 

③津谷人口・社会統計部会長代理から、資料３に基づき、人口・社会統計部会の審議

状況について報告された。 

 

（２）その他 

次回統計委員会は、12 月 13 日（金）の 13 時から、中央合同庁舎第４号館 12 階 共

用 1208 会議室で開催する予定。 

以上 

＜文責 内閣府大臣官房統計委員会担当室 速報のため事後修正の可能性あり＞ 
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